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出典：「2018年 ⽇本の広告費 インターネット広告媒体費 詳細分析」（2019年3⽉14⽇ D2C/CCI/電通）

⽇本の総広告費：
6兆5300億円

インターネット広告費：
１兆7589億円

73％
＝テレビ、新聞、雑誌等

27％

製作費： 3109億(18%)
媒体費：1兆4480億(82%)
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その他

14％

39％39％

7％○グローバルで⾒れば、インターネット広告費
シェアは、2020年に44%まで上昇するとの予測

（出所：Dentsu Aegis Network “Global Ad Spend Forecasts” Jan 2019）

○また、ビデオ（動画）、ディスプレイ等の分野
は、２桁成⻑を維持するとの予測

○インターネット広告費のデバイス内訳(2018)：
・モバイル ＝70%
・デスクトップ＝30%

（2018）
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契約の時点で、広告の出稿に係る条件（価格、
掲載期間、掲載場所等）が確定

例：「Yahoo!プレミアム広告 商品紹介」より

契約後、出稿に係る条件を変更しながら運⽤
（例：⼊札によって広告単価等が決定）

①予約型広告：

②運⽤型広告：

DSP

(b) Owned & Operated Platform

(C) Open Display Market 

[その他サイト]
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メディア
[ビデオ（動画）]

[各パブリッシャー]

広
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（
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告
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）

SSP

による⼊札・販売（⼀気通貫）

[検索連動型]

アドサーバー

⼊札

SSP

○パブリッシャーは、⾃らのウェブサイト上に広告枠を作
成するために、アドサーバーを利⽤。

○パブリッシャーが広告枠（在庫）を販売するためには、
アドサーバー上に搭載するSSP（通常は複数）と契約。

○広告主サイドとのマッチングはSSPが実施。

広告枠

SSPと契約広告枠を出品
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